
自己点検・自己評価の取り組み

【評価期間】

2025年2月19日（木）～3月3日（火）

【対象者】

　職員（常勤、非常勤）　　　15名

　回答率：100％（回収率：100％）

【評価方法】

評価は5段階評価を点数化し集計、平均値を算出した。

A：そう思う（5pt）

B：ややそう思う（4pt）

C：あまりそう思わない（3pt）

D：そう思わない（2pt）

E：わからない（1pt）

評価結果

領域 小項目数 2025年度 2024年度

Ⅰ　教育理念・教育目的 6 4.5 4.3

Ⅱ　教育目標 6 4.5 4.4

Ⅲ　教育課程運営 29 3.8 3.6

Ⅳ　教授・学習（講義、演習、実習）・評価過程 17 3.9 3.6

Ⅴ　経営・管理過程 19 3.9 3.9

Ⅵ　入学 4 4.2 4.3

Ⅶ　卒業・就業・進学 4 3.4 3.4

Ⅷ　地域・社会・国際交流 7 3.5 3.2

Ⅸ　研究 3 2.8 2.4

　本校では教育理念を基に看護師養成所として看護教育の質の維持、向上を図ることを目的に、
自己点検・自己評価を組織全体で取り組んでいます。結果は、学校運営にフィードバックするよう
努力しています。今回、2025年度の結果を報告します。

自己点検・自己評価　－2025年度－

2026年4月1日　実施



【結果】

Ⅰ教育理念・教育目的 0.2 ↑up

Ⅱ教育目標 0.1 ↑up

Ⅲ教育課程経営 0.2 ↑up

Ⅳ教授・学習（講義、演習、実習）・評価過程 0.3 ↑up

Ⅴ経営・管理過程 0 ↑up

Ⅵ入学 0.1 ↓down

Ⅶ卒業・就業・進学 0 →stay

Ⅷ地域・社会・国際交流 0.3 ↑up

Ⅸ研究 0.4 ↑up

【総括】

現状と今後の取り組み

　2025年度は、Ⅵ入学を除き微増（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅷ・Ⅸ）、変化なし（Ⅶ）であった。

　2024年度は、当学校の教育理念をはじめに、教育目的、教育目標、CP（カリキュラムポリシー）、DP（ディプ
ロマポリシー）を、全教員で再度考え、見直し、改訂・新設定する作業を実施した。
　2025年度は、2024年度に見直された、【理念・目的・目標】の実践の年となった。教員一人ひとりが自己を振
り返りながら、学生と向き合い、教員同士が協働を通して次のステップを踏み出す年であったと考える。地域
は、さらなる少子高齢化が進行する中で、将来、看護師となる学生の育成において、看護学校の役割が問わ
れている。今後、看護教員の質向上と自己研鑽ならびにキャリアアップできる、職場環境の整備が課題であ
る。
　2026年度は、教育の質向上はもとより、看護師養成校として地域における役割、そこに携わる教員のキャリ
アアップなどの課題を解決する機会と捉えている。
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